
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 大谷口 小学校 ）     学校番号 ０２８                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 １ 明るい学校 ２ 活力ある学校 ３ 開かれた学校        

          

重 点 目 標 

１ 「真の学力」の育成を目指した基礎学力の向上 
２ 教育環境の充実と、生徒指導・教育相談・特別支援の連携強化による児童の心のサポート 
３ 学校運営協議会での目指す児童の姿について、熟議を重ねた具体的な目標の設定 
４ 教職員の授業力の向上と健全な職場環境つくり 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

〇全国・学力学習状況調査では、国語、算数とも

に全国平均を上回っているが、さいたま市平均

よりやや低い。 

〇全国・学力学習状況調査では、「友達との話し

合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広

げたりすることができていますか」の肯定的な

回答は、全国平均を上回っている。 

〈課題〉 

〇市学習状況調査において、家庭学習への取組の

状況が市と比べやや低い。 

〇全国学力・学習状況調査において、国語、算数

の勉強が好きだの質問に肯定的な質問をした児

童は全国平均よりもやや下回っている。 

・学びの個別最

適化・協働化

に向けた情報

端末の活用と

授業改善 

① 学校課題研究において、授業研究

の視点に ICT 活用を位置付け、情

報端末の活用と授業改善を図る。 

② 家庭との連携を図り、ドリルパー

クやスタディサプリ等のＩＣＴ教

材を家庭学習の充実に努める。 

①ＩＣＴを活用した研究・公開授業を実

施したか。 

②「『よい授業』集計システム」（第２

回）における「ＩＣＴ活用」の項目

について、児童の肯定的回答の割合

が 80％以上になったか。 

①タブレット端末を使用した授業を各教員が

意欲的に行った。その授業に伴う研究協議

では授業改善に関する改善策が出された。 

②ＩＣＴ活用に関する、児童の肯定的回答が

８５％となり、学習に有効に活用されてい

る。 

Ｂ 

・タブレット端末、教育用アプリのよ

り有効な活用法の研究を進める。 

・時期によりスタディサプリの活用に

差があった。タブレットの家庭への

持ち帰りを進め、年間を通しての活

用を図る。 

 

・外国籍であり、日本語が不自

由な児童に対して、日本語指

導員等を活用し、コミュニケ

ーションの取り方に配慮をお

願いしたい。 

・タイピング能力の差が学力の

差につながらないか心配であ

る。 

・全国学力学習状況調査の結果

比較を重視するのではなく、

児童個々の実態を把握して指

導に活かしてほしい。 

・ＩＣＴは学習手段の一つとし

て使用することを基本的な考

えとしてお願いしたい。 

 

・コミュニケー

ション能力の

育成に向けた

言語活動の充

実 

① ＩＣＴを活用した「言語活動の充

実」をねらいとした授業を実施し、

個別最適な学びの充実を図る。 

②全国及び市の調査の結果を基に、コミ

ュニケーションに関する状況を分析

するとともに、市教委による学力向

上カウンセリング研修を受けること

で、具体的な手立てを設定し、コミ

ュニケーション能力の向上を図る。 

① 「『よい授業』集計システム」「因

子４：児童の活動」について、Ｒ４

よりも向上したか。 

②調査結果の分析結果や学力向上カウン

セリング研修を踏まえ、コミュニケ

ーション能力の向上に向けた具体的

な手立てを設定することができた

か。また、コミュニケーションに関

する児童の肯定的回答の割合が 80％

以上になったか。 

①因子④（児童の活動）について、教員が児

童を中心とした学習展開を意識したことに

より、昨年度１７．２から１７．８と向上

した。 

②教育委員会指導主事による学力向上カウン

セリングにおいて、全国学力状況調査で出

題された問題について、児童の思考の傾向

を分析することができた。その分析をコミ

ュニケーション能力にどのように生かすか

検討することができた。 

Ｂ 

・タブレット端末使用に際して、文字

を入力することに時間がかかること

があり、伝え合う時間が不足するこ

とがあった。各自のタイピング能力

を伸ばすことによりタブレットを活

用したコミュニケーション能力の充

実を図る。 
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〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査において「学校に行く

のが楽しい」の質問に肯定的な回答をした割合

は、県・全国平均を大きく上回った。 

〇昨年度、施設・設備の不具合等が主な原因と考

えられる児童のけが、医療機関への受診は、と

もに 0件であった。 

〈課題〉 

〇児童と教師、児童同士、保護者と教師の信頼関

係・共感的人間関係をどう築くか、そして維持

し、高めていくかを常に考える必要がある。 

〇教職員による施設整備の安全点検を確実に行う

ことに加え、児童数の増加を見越した環境整備

が必要である。 

・児童一人ひと

りへの支援に

向けた生徒指

導 ・ 教 育 相

談・特別支援

の連携強化 

①心と生活のアンケート及び学校生活に

関するアンケートの実施及び見取り

を確実に行い、児童一人ひとりの状

況を適切に把握できるようにする。 

②毎月の生徒指導・教育相談部会やケー

ス会議など SC、SSW,さわやか相談員

と連携し、児童への継続的な支援を

行う。 

①市学習状況調査における学校生活に関

する項目において、児童の肯定的な

回答の割合が全学年で 90％以上にな

ったか。 

②学校自己評価に係る教員アンケートで

「生徒指導、教育相談、特別支援」

の質問に関する肯定的回答の割合が

90％以上になったか。 

①児童が充実した学校生活を送れるように教

員が日々児童の様子を把握、適切な対応を

意識した。学校生活に関して、９０％以上

の肯定的な回答となった。 

②様々な事案について、教職員等による共通

理解・共通行動を意識したことにより、教

員による「生徒指導、教育相談、特別支

援」への取組に関する肯定的回答はほぼ１

００％であった。 

Ｂ 

・さいたま市スクールダッシュボード

の活用により日々の児童の様子の見

取り、個に応じた指導を教職員一丸

となり取り組む。 

・特別支援教育推進のためユニバーサ

ルデザインを意識した教育活動の推

進を図る。 

 

・きめ細かく生徒指導の児童へ

の対応を行っている。 

 

・「学校が楽しい」という回答

が多いのはよいことである。 

 

・ＳＳＤＢの活用により、アン

ケート実施の見直しをしても

よいのではないか。 

 

 

・雪かき等の安全管理に関する

対応はありがたい。 

 

・児童が学ぶための環境づくり

をしっかりとやっていただい

ている。 

・毎月の安全点

検、迅速対応

並びに環境整

備 

①毎月の安全点検及び 1 週間以内の修繕

を継続する。 

 

②特別教室等の不要物品、および今後使

用予定のない物品の撤去をする。 

①学校自己評価に係る保護者アンケート

で「安全、事故防止」の質問に関す

る肯定的回答の割合が 80％以上にな

ったか。 

②学校自己評価に係る教員アンケートで

「学ぶための環境づくり」の質問に関

する肯定的回答の割合が 90％以上に

なったか。 

①毎月の安全点検及び日々の校内巡視により

修繕必要個所に迅速に対応した。「安全、

事故防止」に関する肯定的回答は約７６％

であった。 

②各教科主任を中心に準備室などの整理整頓

を進め、不要物などの撤去を進めた。「学

ぶための環境つくり」に関する問いについ

て、肯定的回答は約８４％であった。 

B 

・校舎の老朽化等により修繕を要する

箇所の覚知の際は、関係機関との連

絡を密にし、迅速な対応を心がけ

る。 

 

・会議室を通常教室への移行ととも

に、仮設校舎設置工事を予定してい

る。関係機関と連携し、児童の活動

への影響を最小限にとどめる。 
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〈現状〉 

〇昨年度、学校運営協議会を立ち上げ、子どもた

ちに付けたい力について熟議し、「コミュニケ

ーション能力」と、「正解から納得解を導き出

せる力」とした。学校、家庭、地域が協力して

これらの力を児童にどう付けていくか話合いを

した。 

〈課題〉 

〇コロナ禍のために学校運営協議会で共有した子

どもに付けたい力についての浸透及び協働活動

を十分に進めることができなかった。 

・目指す児童の

姿を地域で共

有するための

教育活動の公

開と情報発信 

①個人面談や授業参観や学校公開の参観

の機会を適切に設ける。 

 

②学校 HPの改善を行うとともに、学校

安心メール、学校・学年だより等を活

用し、児童の活動の様子について積極

的に情報発信を行う。 

 

①学校自己評価に係るアンケートで児

童、地域、保護者の「めざす児童

像」に関する 9 項目の肯定的回答の

割合が 80％以上になったか。 

②学校自己評価に係るアンケートで地

域、保護者の「授業参観、学校公

開」の質問に関する肯定的回答の割

合を 80％以上になったか。 

①9 項目の肯定的な回答や８０％をやや下回った。し

かしながら「挨拶をする」「決まりを守る」「仲

良くしている」については９０％を超えた。「進

んで学習に取り組む」「粘り強く取り組む」の保

護者の肯定的回答は低めであり、児童に期待する

気持ちの表れが感じられる。 

②コロナ禍よりも保護者、地域の方に来校していた

だく機会を増やすことができた。「授業参観、学

校公開」に関する肯定的回答は９６％であった。 

Ｂ 

・学校だより、学年だよりを通し、教

育活動や目指す児童像に関わる変容

について記載する。 

・運動会や文化祭などの学校行事は多

くの保護者に来校していただいた。

通常の学習時にも来校していただけ

るような取り組みを検討する。 

 

 

・電子での情報発信について

は、積極的に活用すべきであ

る。メール等届いていない方

へのフォローをしっかりお願

いしたい。 

・学校運営協議

会の確実な実

施と熟議によ

る 家 庭 、 地

域、学校の連

携強化 

①子どもに付けたい力について、具体的

な方策を定め、学校保護者、SSN、地

域が協働した取組を行う。 

 

②地域の人材やゲストティーチャーを活

用した体験学習を行う。 

①学校自己評価に係るアンケートで地

域、保護者の「情報提供」の質問に

関する肯定的回答の割合を８５％以

上になったか。 

②学校自己評価に係るアンケートで地

域、保護者の「相互の連携」の質問

に関する肯定的回答の割合を８５％

以上になったか。 

①今年度導入したスクリレにより学校からの

文書が保護者に確実に届くようになった。 

情報提供に関する肯定的回答は保護者９

６％、地域は１００％であった。 

②ミシンボランティアなど地域の人材を活用

することで児童の活動の安全が確保され

た。「相互の連携」に関する肯定的回答は

保護者は約８０％、地域は１００％であっ

た。 

Ａ 

・学校運営協議会の内容について、保

護者、地域の方にＨＰなどで周知す

る。 

・授業者、ゲストティーチャーによる

適切な指導をするために、指導内容

や安全管理について、確実な連絡、

共通行動を図る。 
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〈現状〉 

〇エバンジェリストやＩＣＴ支援員からの各職員

からの情報提供をもとに、教職員研修を重ねて

きた。 

〇高学年での教科担任制の実施により、担当教科

の授業力の向上が見られる。 

〈課題〉 

〇業務へのＩＣＴ機器の積極的活用について教職

員の能力を高める必要がある。 

 

・教職員の授業

力の向上と健

全な職場環境

による目指す

教師像の具現

化 

①授業改善にエバンジェリストによるＩ

ＣＴ活用に関する情報提供を行う。 

 

②ＩＣＴ機器を積極的に活用し、事務処

理の効率化を図る。 

①学校自己評価に係るアンケートで教員

の「研修」の質問に関する肯定的回

答の割合が８５％以上になったか。 

②学校自己評価にかかるアンケートで教

員の「学校は働き方を推進している」

の質問に対する肯定的回答が８５％以

上になったか。 

①エバンジェリストを中心とした自主的な研

修の実施、教職員自身による教育用アプリ

使用に関する研修実施が行われた。「研

修」に関する肯定的回答は１００％であっ

た。 

②職集時間の変更や ICT機器の活用による紙

使用削減を行った。「働き方」の関する肯

定的回答は約７８％であり、さらに改善で

きることがあると考える。 

Ｂ 

・様々な学校行事の中で計画的な教員

の研修時間の確保が難しかった。年

間を見通し、効率的な計画を作成す

る。 

・学年主任、教科主任等の業務量が多

くなることがある。教員間のコミュ

ニケーションを積極的に図り、業務

量の偏りをできるだけ少なくする。 

・職員間の情報伝達においてＩＣＴ機

器の活用を増やす。 

 

・ＩＣＴの活用を積極的に進め

たいが、ＩＣＴの使用によ

り、教員が、確認すべきこと

が多くなり、業務量が増えて

いないか心配である。 



 


